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IATSICによる DSTC⑧コース
開催と、 IATSIC-Japan設立の

ご案内

東京医科大学・救急医学

教授

行岡哲男

IATSIC (International Association of Trauma Surgery and Intensive Care) 

はISS/SICの5つの IntegrateSoci巴tyの一つです。この IATSICがロイヤリテイ

を持つ、 DSTC③ (DefinitiveSurgical Trauma Care) コースが、平成 25年2月

13 日 ~ 15日まで帝京大学で開催されま した。この DSTC③ コースは平成 23年

横浜の ISWの際に開催企画されましたが、このコースは残念ながら震災の影響

で無期延期となりました。今回は、帝京大学医学部救急医学講座・坂本哲也教授、

藤田尚講師らのご尽力により開催することとなりました。インストラクターとし

てISS/SICの元会長で DSTC③ コースの普及に長く関わって こられた Kenneth

D Boffard先生(南アフリカ)をはじめ、 StephenA Deane先生(オーストラリ

ア)、ScottD' Amours先生(オーストラリア)、HayatoKurihara先生(イタリア)

が来日されました。

Professor Boffard in animallabo at Teikyo Univ巴isity

3日間の実践的な外傷外科の修練が実施され、 IATSICとしての DSTC⑧ コー

スの終了証書が8名の日本人の医師に発行されています。

また、今回の IATSICによる DSTC③ コースの初めての開催を記念し、日本国

内で IATSICやDSTC③ また ISS/SICの情報共有や親睦を目的とした IATSIC-

Japanを、坂本哲也教授(帝京大学)・溝端康光教授(大阪市大救急医学)・私(行岡)

の3名が発起人となって発足させることとしました。さしあたり代表は行岡が担

当し、 IATSIC-J apanの事務局は帝京大学医学部救急医学講座・救命救急センター

(担当:藤田講師)におくことと しました。今後、 IATSICへの入会のご案内や

DSTC③ コースの開催予定等々の情報を提供したいと存じます。

お問い合わせは、以下のアドレスまでお願いします。

IA TSIC-J apan 藤田尚 fouj i tausc@hotmaiLcom 

at T巴ikyoUniv巴rSlty

DSTC participants and course faculties at Teil王yoUniversity 
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BSI (Breast Surgery International)の
紹介

昭和大学医学部外科学講座乳腺外科学部門
教授

中村清吾
(日本乳摘学会国際委員会委員長、 BSIcouncil member) 

BSI (Breast Surgery International)は、 1999年にウィーンで、開催された万国

外科学会において設立された。第一回の会長は、イタリアの UmbertVeronesi 

先生 (EuropeanInstitute of Oncologyの創立者)であり、世界 38か国の外科

医師が中心とな ってスタ ートした。この後、オーストリアの RaimundJ akesz 

先生 (2001-2005)、スウェ ーデンの KerstinSandelin先生 (2005-2009)、米国

のJay K Harness先生 (2009-2011) に引き継がれ、現在の会長は、香港の Polly

SY Cheung先生である。(次期会長には、カナダ McGill大学の SarkisHratch 

Meterissian先生が選出されている)

ISW2011横浜 (組織委員長 =北里大学外科・渡溢昌彦教授)の際には、北里大学・

蔵並勝講師のご尽力により、数多くの日本乳癌学会からの参加者を得て、 BSIに

対する国内の認知度もかなり高まった。この様子は、 BSIのホームページでも詳

しく紹介されている。(http://www_breast-surg-intLorg/)

乳癌診療は、外科のみならず、腫蕩内科、放射線腫蕩科、放射線診断科、病理

診断科、形成外科、産婦人科等との集学的なアプローチが特に必要とされる分野

である。しかし、特に発展途上国では、早期発見のためのスクリーニングプログ

ラム、乳房温存療法或いはセンチネルリンパ節生検、乳房再建等の普及に著しい

遅れがあり、乳癌診療の質を向上させることを目的とした教育セッションを万国

外科学会の会期に合わせて開催したり、別の機会に、直接発展途上国に出向いて

行っている。

また、万国外科学会の際には、通常の国際学会と同様の自由演題を募り、口演

に採用された演題に対しては、積極的に WorldJournal of Surgeryに原著論文と

して投稿することを促している。また、本年、ヘルシンキで開催 (8月25日-29

日)される第 45回万国外科学会では、卓越した 6つの口演、及び2つのポスター

発表に対して、優秀賞を出すことになっている。また、発展途上国からの若手医

師6名に、渡航費の助成を行う予定である。

本年ヘルシンキでの教育セッションは、 8月26日の終日ハンズオンを含む

Ultrasound Course、8月26日の終日ビデオによるプレゼンテーションをふんだ

んに取り入れた BreastOncoplastic W orkshopが予定されている。また、 8月27

日以降の 3日間では、 一般演題の他、シンポジウムとして、 1 _ Screening and 

risk assessment in breast cancer 2 _ Tailoring treatment to tumor biology 

and staging 3 _ Improving breast health outocomes in countries with limited 

resources 4 _ Extended breast cancer car巴や、 ①切除断端に癌が露出してい

なければ断端陰性としてよいか?②放射線治療後の再建は禁忌か?というテー

マの Debateが企画されている。その他にも、 Luncheonseminarや実際の症例に

もとづく Casediscussionなど盛り沢山のプログラムが用意されている。

別の見方をすると、乳癌を専門領域とする腫蕩外科医 (Surgicaloncologist)中

将来あるべき方向性を示したプログラム構成ともいえ、前回に続いて、日本から

是非多数の出席者を期待する次第である。
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地方大学における
国際的視野を持った医療人の
育成への取り組み

高知大学医学部医療学講座医療管理学分野

外科学講座臨床腫蕩・低侵襲治療学(兼)

教授

小林道也

文部科学省によると平成 16年以降、海外留学をした日本人が減少しています。

医学部では「国家試験合格」という最も重要な 目標があり、他学部と異なり 、学

部学生時代に長期の留学をすることは現実的ではな く、医師と なった後、研究者

として海外に留学することが一般的です。私ども、高知大学医学部では国際的視

野を持った医師の養成を目標として、学部学生、研修医に対してさまざまな取り

組みを行っています。

私が 2007年4月高知大学医学部国際連携推進委員会委員長をおおせっかつて

以来、ハワイ大学医学部や台湾大学医学部と積極的な交流を展開して来ました。

ハワイ大学医学部に私自身が 1986年 12月から 1988年 2月にかけて留学してい

たこともあり以前から個人的なつながりで多くの学生を派遣していましたが、大

学としての正式な交流を推進するため、 2010年 2月に交流協定を締結しました。

また、台湾大学医学部とも 2011年 10月に協定を締結しました。

具体的な交流としては、まず、数名の医学科学生を、 2-3年時にハワイ東海大

学で開催される医学英語のワーク ショップに派遣します。その後、 4-5年生を年

に 1-2回ハワイ大学医学部で開催される ワークショップに派遣、さらに、英語力

が優れている者は 6年時の選択実習の一環と して 4週間ホノルルのKuakini病院

で臨床実習に参加します。年によりばらつきはあり ますが毎年 1-2名がSkypeに

よる面接に合格し、ホノルルで米国の医療に実際に触れる貴重な体験を していま

す。

また、 看護科学生6名を台湾大学に 1週間派遣し、現地で地域看護などの体験

をしています。学生は台湾大学に行き、その規模、先進性に驚いて帰国してきます。

いずれの交流も、一方通行ではなく、ハワイ大学医学部の学生、台湾大学医学部

の学生も高知大学医学部に同じ条件で研修に受け入れるよう、あくまでも双方向

の交流を心がけています。高知を訪問する際には本校学生とのプレゼンテーショ

ン、デイスカッションを英語でする国際セミナーを企画しています。

また、これらの派遣には、大学としてある程度の経済的補助を行っています。

一方、がん診療に関わるおおむね 10年以下の若手医師に対しては高知県医療再

生機構専門医等養成支援事業補助金で、海外派遣事業を展開しています。海外で

開催されるワークショップ、セミナー参加、 もしくは国際学会発表などに要する

費用を全額補助しています。

このように高知という地方でも学生、研修医時代からできるだけ海外の医療に

触れる環境を整え、将来、国際学会での活発な活動へとつなげることができれば

と願って努力を続けています。
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国際学会から学んだこと

神戸大学大学院食道胃腸外科
教授

掛地吉弘

研修医の 2年間を終えて、 卒後3年目から胃癌の増殖活性をテーマに研究生

活が始まりま した。韓国で The2nd Joint Congress of Korean and Japanese 

Sections of Collegium International Chirurgiae Digestivaeがあり、杉町先生から

「若手で発表しできなさい。大会長の Kim先生に宜しく 。」と言付かり、 1年先輩

の回上さんと同期の江見君と 3人でソウルの街を訪れま した。学会場でそれぞれ

の発表を行い、レセプションで Prof.Kimに「杉町教授の教室から参りました。宜

しくお願いします。Jとったない英語でご挨拶しました。そんな若造3人を、Prof.

Kimは暖かい握手で迎えてくれ、丁寧に対応して頂きました。Posterでしたが国

際学会での発表を経験し、海外の Dr.やProf.と交流する意義を知り、ほんの少し

ながら世界が拡がった貴重な体験でした。研究生活の 2年目はドイツのハンブル

グで 15thInternational Cancer Congress があり 、 杉町教授と教室員 5~6 名で参

加しました。学会場での杉町先生の堂々 とした講演と、他の演者との pointを押さ

えた活発な質疑応答を目の当たりにし、効果的な presentationの大切さを教えて

頂いた鮮明な画像として記憶に残っています。1989年 11月にベルリンの壁が崩壊

した翌 1990年の 8月の学会で、空いた時間を利用して杉町先生が皆をベルリンへ
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連れていって下さいました。ベンツのマイク ロパスでアウトパーンを走り、ベルリン

に近づくにつれ、東ドイツの国民車でボディがプラスチックの トラパントが走ってい

るのをあちこちで見かけました。ベルリン市街では壊された壁のかけらが観光客の

土産用に売られていま した。歴史が動く時を目にすることができ、半分崩れた“ベ

ルリンの壁" によじ登って記念撮影を したり、国際学会に参加したご褒美の様な楽

しいひと時でした。

Dana-Farber Cancer Instituteに留学していた 2年聞は、 AmericanAssociation 

for Cancer Researchに所属し、 annualmeetingでposter発表を行いま した。制限

時間のある口演発表とは違い、数時間もの問、発表内容に興味を持ってくれた研究

者と心ゆくまで discussionする大切さ、研究に向き合う真撃な態度を学ぶことがで

きました。帰国して臨床に携わっていると、 AmericanSociety of Clinical Oncology 

の annualme巴tingに参加するようになりま した。前原教授を先頭に、疾患チーフ、

若手とともに参加し、様々な発表を通してそれぞれに刺激を受け、 今世界で何が起

こり、何が tOplCとしてどのような議論がされているのか、 realtimeで目にすること

ができました。Plenarysessionでの数千人を相手にして 20近いスクリーンを使つて

の講演や、質疑応答での互いの微妙な言葉遣いやニュアンスなど、その場にいるこ

とで体感できる臨場感に溢れています。

振り返ると、国際学会から多くのことを学んできました。万国外科学会は 1905

年に第 1回が聞かれ今年で 45回目を迎える、外科学の分野で最も歴史のある国際

会議です。フィンランドのヘルシンキで開催される今大会のテーマは "Connecting

surgeons"。参加した医師たちが、国際学会を通じて、世界の中の我が国の状況や立

場を認識しながら、少しでもより良い医療を臨床の最前線で展開できれば幸いです。

これからを担う若い世代にも積極的に参加して頂き、国際学会の良さを体験し、明

日の医療へとつなげていけることを願っています。
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会員動向 (2013年 3月 1日現在) 支部活動報告 (2012年 1月-12月)
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万国外科学会 (155/51仁)日本支部ニュース第 34号発行

第33回万国外科学会 (155/51仁)日本支部総会(於:幕張ホテル二ユ オ タ二幕張)

155/51仁名誉会員推戴に向け、北島政樹先生推薦書類作成とスイス本部への提出

万国外科学会 (155/51仁)日本支部ニュース第 35号発行

第 34四万国外科学会 (155/5IC) 日本支部総会(於:横浜 パシフィコ横浜)

Yokohama Award 第 1回 (15W2013ヘルシンキ)募集

155/51仁本部非正規会員等に向け、会員資格状況のお知らせ送付

356名

324名 (2012年新規会員 6名)

30名

名誉会員 2名

第 34回万国外科学会(lSS/SIC)日本支部総会議事録
2012 年 10 月 27 日土曜日午前 7:00~8:00

於:パシフィコ横浜 Room 414+415 

出席者-愛甲孝、井本滋、岡正問、片田夏也、北JII雄光、北島政樹、 桑野博行、

小林道也、合野弘之、笹富輝男、竹之下誠 、寺島雅典、富田尚裕、中村清吾、

重越祥次、馬場秀夫、平田公一、幕内博康、松原久裕、真船健一、森正樹、

山川達郎、山口明夫、横江隆夫、吉田和弘、若林 剛、和田則仁、渡遺聡明

(敬称略、五十音11目、計 28名) (事務眉 .奥田京子)

1.開会の挨拶 北川雄光日本支部長

2. 前回議事録の確認

3. 事務局からの報告 会員動向・支部活動。

和田則仁日本支部事務局長 ・スイス本部の正会員ではないが、日本支部だ

けの会員として把握している会員が 100名余いる。過去にスイス本部の

正会員であったが、会費を納入していないなど何らかの理由で本部の会

員からはずれたと推察される。

北川日本支部長 :155/51Cは本部と各国支部の会費を合わせた額を直接本部

に納入し、支部会費分が支部に戻されるという仕組みになっている。熱

心に日本支部会に参加いただいている先生の中にも、本部の会員ではな

くなっている方がいる。ご存じないのでは思われるため、日本支部から

個々にお知らせしたい。

4. 155/51仁理事会報告 /15W2013について

北川日本支部長 :15W2011横浜が成功裡に終わり、財政的にも本部に大き

く貢献し、かつ日本支部に余剰金を残し、若手へのスカラーシツプが可

能という状況であり、日本への期待は増々高まっている。15W2013ヘル

シンキへも日本から多数参加して欲しいと申し入れがあり、支部二ユー

スに今回の LO仁プレジデン卜である AriLeppaniemi に執筆してもらっ

た。暫定的ではあるが登録費、主な日程は支部二ユースに掲載した通り

決まっている。日本の先生に一題でも多くの演題を提出していただきた

い。様々な Award、名誉会員の推戴は現在手続きが進行中。登録費は、

フィンランド外科学会との合同開催であり、フィンランド国内の若手に

は多少安く設定されているが、我々一般には横浜の時よりもかなり高い。

乙の点からも、横浜の余剰金により参加費をカバーするようなスカラー

シップを後程提案する。

懸案になっていた 155Academy Education Foundationが設立、調印

されている。これは発展途上国も含め世界の若手外科医の教育活動する

ための基金である。

5. Integrated 50cietiesについて

中村清吾先生 :B51は 15W2011年から並行開催された。現在メールで、プロ

グラムの検討をし、主要なものはほぼ決まっている。スクリー二ングに

始ま~ 、 oncoplastic surgeryなど手術手技の方法が変わってきているの

で、それぞれの国でよく用いる方法を持ち寄り、意見交換をしようとい

う方向で準備を進めている。私は 10月から乳癌学会の国際委員長にな

ったので、そちらにも積極的に呼びかけ参加を促したい。

プロトンポンプ・インヒピタ zソメプラゾールマグ牟γウム本和省カプセル

ネキシウ'[iカプセル;323
処方せん医賞品副| 藤信基場収蔵

i1)i量.-...の処方ぜんにより偉凋すること

効能・効集、周法・周量、効能・効果に聞遣する使用上の注憲、
禁車を含む使用ょの注.絡については添付文書をご，照ください.
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高見博先生 :(欠席のため北川支部長代読): IAE5は7月にニューヨーク

で会合があり、プログラムはほぼ固まった。

若林 剛先生 :1505の理事会が AC5であり、主だったプログラムが決ま

った。既にインビテーションを受けた先生もいると思う。食道逆流疾患

の PattiMarcoが 1505会長。フリーペーパーは全く決まっていないので、

皆様の教室の若い方からペ パ を出していただき、その分野の司会座

長をぜひお願いしたい。

北島政樹先生 :次の内視鏡外科学会に 1505次期会長のToniaYoung-Fadok 

が参加することになっているので、そとで情報を得ていただきたい。

6. 機関誌 (WJ5)について

北川日本支部長 :編集長 JohnHunterが精力的に務め、引き続き Impact

Factorも伸びている。投稿、支援をお願いする。

7. 15W2013参加若手外科医の支援プログラムについて

和田日本支部事務局長 :15W2011横浜の余剰金を有効利用し、 15Wの登録

費が高額であることが若手にとって参加のハー ドルと思われるので、こ

の部分を援助するという提案である。対象は 40歳以下の日本人外科医

で¥オーラルの演題を提出し、 日本支部会員の推薦があるとと。募集人

員は 5名程度。事務局が資格審査をし、資格のある応募者を、分野など

様々なバランスをとって依頼した 4名程度の審査員が点数評価し、合計

点数が上位のものを選出する。15W演題応募締切が 1月 7目、早期登録

一般登録費が 1月末まで 680ユ一口なので、との部分をカバーする 7万

円を支給する。合計百万円とすると、 15Wは隔年であるため 750万円

の資金は今後44年間使える見通しとなる。募集要項は 11月の会員への

二ユースレター送付時に同封し、 1月 8日の 15W演題募集締め切り後 1

週間程度で応募も締め切り、審査、受賞者を決定し、 7万円を振り込む。

以上の案にご意見をいただきたい。

北川日本支部長 :金額は 10万円という案もある。また、将来、資金の由

来がわかるように、たとえば YokohamaAwardなど名称をつけたいが

どうか。

片田夏也先生 :渡遺 LOζ 前会長が欠席のため代わりに発言させていただ

く。前回の横浜では若手外科医の参加を促すようにと若手の参加費を安

くするなど努力した。余剰金が乙のような形で生かされ嬉しく思う。

北川日本支部会長 ・ご意見がなければ乙の案で進めたいが。(承認)

8. 次回支部総会日程について

次回の総会は恒例どおリ日本外科学会最終日を予定している。早朝であ

るため、開始次回時聞は多少繰り下げる方向でお知らせしたい。

以上(文責和田則仁)

閉園.~l'.!~I.J~)
会 期:2013年8月25日(日)-29日同
会 場:へルシンキ(フィンランド)
早期登録:2013年4月30固まで

詳細は http://www.isw2013.orq/ 
日本支部のウエブサイ卜もご覧ください

http://iss-sic.umin.ip/ 
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私たちが目指すもの:
それは、違いをもたらすとと
私たちの大者な使命。それは、今なお応え苦れず、患者吉んたちが切望する鶴題に取り組み、
これを解決するととです.

ヤンセンがとりわけi主力しているのは、 5つの大きな治癒領主章一神経科学、感染症、腫癒(がん)、
免疲療患および癒痛ーです.
古らに、当社の製品ポートフォリオは、その他の量要な領婦についても撮っています.

私たちは「人を助ける人」でありたい.

一統合古れた知憾と資源を使いこなし、車起した科学のカと可能性Ii:銀貸しτ、
世界中の人々の軍事命と QOLを向上古せるために全社一体となって取り組んでいます。

ヤンセンの名のもとに、私たちはあらゆる患者古んのために全力で科学を遺戒します.
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2012年収支決算書 (2012 年 1 月 1 日 ~12 月 31 日) ISS/SIC 

日本 円の部 単位，円

I収入の部 予算額 決算額 備考

会費 730，000 791，733 

広告掲載料 850，000 700，000 

寄付 。 。
雑収入 。 1，142 

当期合計 1，580，000 1，492，875 

前年繰越金 9，834，372 9，834，372 

収入合計 11，264，372 11，327，247 

E支 出 の 部

会 議 費 500，000 544，112 20日年秋総会支払分を含む

通信費 150，000 167，20但

印刷費 450，000 541，540 

文 具 費 10，000 23，420 封筒印刷(500枚)

交通費 50，000 41，890 

人件費 360，000 175，000 

雑 費 10，000 17，390 

予備費 50，000 88，800 事務局 PC買い換え

支出合計 1，580，000 1，599，354 

収支残 高 9，834，372 9，727，893 (2013年繰 越 金 )

ニL.-ーロの商3 単位;ユ)ロ

収入 の部 予 算 額 決算額 備考

会費 8，600.00 2，572.80 *前期分のみ.後期は日本円で入金 (791，733円)

利息 。 5.74 
繰越金 7，145.02 7，145.02 

i反 F、舌?昔十 15，745.02 9，723.56 

支出の部

日本円へ預替 7，300.00 。本後期分は日本円で入金のため (791，733円)

スイス本部寄付 2，600.00 2，600.00 

支出合計 9，900.00 2，600.00 

2012年 i陣怠童金 5，845.02 7，123.56 

残高 日本円 9，727.893円(通帳残高 9.715.042円+現金 12.851円)

ユーロ 7.123.56ユーロ(通帳残高 7.123.56ユーロ)

ISS/SIC万国外科学会 日本支部

2乏L三一年 L月L 日 一監重

三三三主一年一三月三主日 監事

ぬ寸砕九k(品事
凶グしタ写儲母、印

..日本血液製剤機構

.. ~αpan Blood Products Organi訓 on

2013 年予算案 (2013 年 1 月 1 日 ~12 月 31 日) ISS/SIC 

日本円の部 単位 円

収入の部 予算額 備考

ユーロから預替 902，000 8200ユーロ 1ユーロ=110円で計算

広告掲載料 700，000 

寄付 。
雑収入 。
利息 。
当期合計 1，602，000 

前年繰越金 9，727，893 

収入合計 11，329，893 

支出の部

会議費 360，000 総会 2回分

通信費 180，000 

印刷費 520，000 ニュースレター2回発行分

文具費 30，000 

交通費 90，000 

人件費 360，000 

雑費ト 12，000 

予備費 50，000 

Yokohama Award賞金 500，000 10万円 X5名

支出合計 2，102，000 

収支残高 (2014年繰越金) 9，227，893 

ユ ー ロ の 部

収入の部

会費

利息

繰越金

収入合計

支出の部

日本円へ預替

スイス木部寄付

支出合計

2014年繰越金

ず

予算額 備考

9，500.00 

。
7，123.56 

16，623.56 

8，200.00 

1，300.00 

9，500.00 

7，123.56 

6-HT3畏寄体錨fJt型倒陛剤 l a価書掴眼眼 l 

劇康、処方せん医援畠{誼8-111踊@蝿古舘んにより使用すること]

70事z，.ma75mg
Aloxi.Llf.h脚伽O.75mg

70拍 @湖沼ωO.75mg
Aloxi.t.1f. inft山崎α75mg
てロノセトロン埴酸塩注射剤
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「効能・効果J.r効能・効県に関連する使用上の注意j、f周法・用量J、「用法・用量に関連する使用上の注.J.
f凝忌を歯も、使用上の注憲J等については.添付文書をご参照くださも、.

単位 :ユーロ
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